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研究成果の概要（和文）：近年,DWI は体幹部にも適用され(Body-DWI),陽電子放射断層撮像法

(positron emission tomography: PET)のような体幹部腫瘍の画像を,放射線被ばくを伴わずに

得ることができる. しかし,体幹部 MRI では脂肪組織からの信号がコントラストを低下させる

場合があり,Body-DWI にも脂肪抑制法の併用が必要となる場合がある. 今回,我々は既に開発

した3D-DWIに水励起法(water excitation: WE)を組み合わせたWE-3D-DWIを開発し,ファン

トム実験により本手法の特性,ラットを用いた骨盤部を対象にした動物実験より,生体応用への

可能性を評価したので報告する. 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop a novel technique for fat-saturated 
three-dimensional (3D) diffusion-weighted (DW) MRI sequencing based upon the 3D 
magnetization-prepared rapid gradient-echo (3D-MP-RAGE) method. In order to saturate fat, two kinds 
of techniques were composed: the FatSat-3D-DWI sequence and WE-3D-DWI sequence, “chemical 
shift selective: CHESS (FatSat) method vs water excitation: WE method”. The FatSat-3D-DWI 
sequence and WE-3D-DWI sequence were compared in terms of their degree of fat suppression. In the 
FatSat-3D-DWI sequence, the preparation phase with a “CHESS-90oRF-motion probing gradient: 
MPG-180oRF-MPG-90oRF” pulse-train was used to sensitize the magnetization to fat-saturated 
diffusion. In contrast, in the WE-3D-DWI sequence, a RAGE-excitation pulse with a “binominal-pulse 
1-1 or 1-2-1” was selected for water-excited (fat-saturated) diffusion imaging. From experimental results 
obtained with a phantom, the effect of diffusion weighting and the effect of fat-saturation were 
confirmed. Fat saturation was much better in the WE-3D-DWI sequence than the CHESS-3D-DWI 
sequence. From animal (rat pelvis) experimental results using WE-3D-DWI, fat-saturated 
diffusion-weighted image data were obtained. This sequence was useful for in vivo imaging. 
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１．研究開始当初の背景 
核磁気共鳴現象を利用した核磁気共鳴画像
法(Magnetic Resonance Imaging: MRI)は X 
線 CT に比べ X 線等の被ばくを伴わずに人
体の断面を撮像できる. また X 線 CT に比
べコントラスト分解能に勝るため急速に普
及した. 中でも特に,拡散強調 MRI(Diffusion 
Weighted Imaging: DWI)は X 線 CT では検
出不可能だった超急性期脳虚血の検出を可
能にし,白質-灰白質-脳室の分離抽出や白質内
線維の方向解析などが行える拡散テンソル
イメージング (Diffusion Tensor Imaging: 
DTI)にまで発展した. 近年では,体幹部にも
DWI が適用され(Body-DWI),PET 画像に
も劣らない体幹部腫瘍の画像を放射線の被
ばくを伴わずに得ることができる. MRI はX
線 CT と同様に臨床で欠かすことのできな
い画像診断装置である. 
２．研究の目的 
本研究では高速三次元拡散強調 MRI パルス
シーケンス(3D-DWI)による Body-DWI 可
能にするための新しい MRI パルスシーケン
スを開発した. 
３．研究の方法 
研究代表者はこれまで三次元拡散強調MRI 
のパルスシーケンス(3D-DWI)の開発,改良を
行ってきた.研究初年度は高解像度の脂肪抑
制三次元拡散強調画像を得るために,3D-DWI 
に改良を加えた新しい MRI パルスシーケン
スの開発をおこなった. 体幹部にある脂肪
組織からの高信号は画像コントラストを低
下させる場合がある. そのため,体幹部の
MRI には脂肪抑制法の併用が不可欠である. 
脂肪組織からの信号は CHESS 法(Chemical 
Shift Selective: CHESS)もしくは水励起法
(Water Excitation: WE)によって抑制できる. 
よって, 新しい脂肪抑制高速三次元拡散強
調 MRI パルスシーケンスを開発するために,
既に開発した 3D-DWI パルスシーケンスに
CHESS 法もしくは WE 法を組み込んだ. 
４．研究成果 
新しい水励起高速三次元拡散強調MRIパルス
シーケンスを開発した. binominal パルスを
使用することで水を選択的に励起し,結果的
に脂肪からの信号を抑制することができた. 
ラット骨盤部を対象にした動物実験から,生
体応用が可能であることを確認した. 
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